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（本概要は環境省平成 30 年度請負業務報告書を基に当連合会の責任で作成 
 したものであり、環境省としての意見や見解を示すものではありません） 

 

 

 

 

 

 

  

平成 30 年度産業廃棄物処理業における人材育成方策調査検討業務報告（概要） 

2019.4.1 
公益社団法人 全国産業資源循環連合会 

産業廃棄物処理業では、法令を遵守するだけでなく、作業における安全・安心の徹底、温室効果ガスの削

減による環境への配慮、さらには地域社会や地域経済への貢献などを十分に意識して、業務を遂行できる能

力・知識を有する人材育成が重要である。 

産業廃棄物処理業の技能評価方策の検討に当たって、産業廃棄物処理の業務別の工程毎に必要となる

技能（技術・知識）に関する情報について、業務別に 16 か所の事業所へ訪問し、現場確認と産業廃棄物

処理業者へのヒアリングにより行った。 

■成果物 

 1) 業務別の工程作業に関する画像一覧 

 2) 業務別の工程毎に必要となる技能の「技能整理表」 ← ページ２参照 

(1)外国人技能実習制度の活用に向けたニーズ調査（平成 29 年度はベトナムおよびタイを調査） 
アジア地域の経済発展を担う人材の育成に寄与するため、我が国の産業廃棄物処理業における技能

の移転可能性を検討するに当たって、今年度はインドネシアにおけるニーズ把握のため、政府機関（イ

ンドネシア環境林業省、インドネシア労働省）及び産業廃棄物処理業を営む企業、送り出し機関にヒア

リングを行った。 
(2)移転可能な技能の検討 

 １で作成した「技能整理表」の技能のうち、外国人技能実習制度を活用して、アジア諸国に移転が可

能な技能について検討した。 

(3)産業廃棄物処理業に関する映像ツール（ベトナム語版）の作成 

適正処理及び作業の安全確保が重要であることから、平成 29 年度に作成した排出事業者及び処理業

者が各工程で留意すべき事項をわかりやすく説明した、日本語版の映像ツールをベトナム語版に翻訳し

て作成した。 

■成果物 
 1) 成果１で作成した「技能整理表」のうち、外国人技能実習生が日本の産業廃棄物処理の業務で研

修を受けた場合に習得可能な技能の特定（「移転可能な技能の特定」） 

 2) 技能等を修得するための工程の作業内容とイメージ図 ← ページ３参照 

 3) 技能等を修得するための業務整理表（作業の定義・必須作業・関連作業等）← ページ４参照 

１．産業廃棄物処理業の技能評価方策の検討のための情報収集・整理 

２．外国人技能実習制度の活用に向けた検討のための情報収集・整理 

<委員長> 

田中 勝（㈱廃棄物工学研究所 代表取締役） 

<委員> 

石田 憲生（(株)グーン）、伊藤 大輔（リマテックホールディングス(株)）、 

齋藤 雅博（(株)市原ニューエナジー）、澤田 誉啓（(株)リスト）、富田 聡（(株)東亜オイル興業所）、 

西原 礼 （(株)タケエイ）、松本 明利（大栄環境(株)） 

本事業の検討会委員（敬称略、順不同） 

当連合会の認識 

本業務は、産業廃棄物処理業における人材育成の観点から、従事者の技能レベルの把握・向上等のための

技能評価方策及び外国人技能実習制度の活用に向けた検討のため、関係する情報の収集・整理を目的として

実施したものである。 

成 果 

目 的 
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○ 下記の８業務について、それぞれ「業務工程毎の技能整理表」を作成した。 

   収集運搬（建設廃棄物）、収集運搬（液体廃棄物）、収集運搬（特別管理廃棄物）、 

   中間処理（破砕・選別）、中間処理（焼却）、中間処理（中和・精製）、 

   最終処分（安定型）、最終処分（安定型） 

 ○ 担当者レベル（L1）と主任者レベル（L2）を対象として、工程ごとに 作業内容・担当者分類・必要な

知識・必要な技術・作業で必要な資格 を整理したものである。 

 

 次に、検討レベルである一例として中間処理（破砕・選別）を示す。 

 

【成果物】業務別の工程毎に必要となる技能の「技能整理表」（検討レベルである一例） 
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○ 下記の４業務について、それぞれ「工程の作業内容とイメージ図」を作成した。 

   中間処理（破砕・選別）、中間処理（焼却）、中間処理（中和・精製）、最終処分（埋立業務） 

○ 外国人技能実習生を対象として、作業ごとに 作業イメージ図・必要な知識・必要な技術 を整理したも

のである。 

 

 次に、検討レベルである一例として中間処理（破砕・選別）を示す。 

 

  

【成果物】外国人技能実習で技能等を修得するための工程の作業内容とイメージ図（検討レベルである一例） 
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○ 外国人技能実習制度の技能実習 2 号移行対象職種に申請する際に使用する様式を用いて、下記の４業務に

ついて、それぞれ「作業の定義と業務内容」を整理した。 

   中間処理（破砕・選別作業）、中間処理（焼却作業）、中間処理（中和作業）、最終処分（埋立作業） 

  

 次に、検討レベルである一例として中間処理（破砕・選別作業）を示す。 

 

    

【成果物】外国人技能実習で技能等を修得するための業務整理表（検討レベルである一例） 
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１．産業廃棄物処理業の技能評価方策の検討に関して 

産業廃棄物処理の業務別の工程毎に必要となる技能に関して、国内企業の 16 か所の事業場でヒアリングを

実施した。そしてその結果を踏まえ、産業廃棄物処理の業務別の工程毎に必要となる技能に関して、検討会

にて整理した。ここで作成した技能整理表は、今回ヒアリングした 16 か所の事業場から得られた情報を基

に作成しているため、ここに記載されていることが、国内の全ての企業にも当てはまるというものではない

ことを付け加えておく。 

今後、今回作成した技能整理表を参考とし技能評価の検討の際に、考慮すべきことは、 

・ひとつの処理工程でも分業化されており、一人の作業員が担当するのは一部分であること。 

・現場では、作業員が日常扱っている廃棄物の種類が限定されているため、他の廃棄物の取り扱いや処理

は必要とされていないこと。 

・廃棄物の種類により、業界で共通の技能のみならず、特有な技能が必要とされる。 

そして、具体的な評価方法（試験）を考える上では、 

・技能評価の分類については、全て業種をひとつの方法により評価するのは難しいため、例えば、収集運

搬、中間処理、最終処分の業務毎に分けて行う、さらには中間処理でも処理方法により破砕・選別、焼

却、中和・精製などに分けて行うことも必要である。 

・技能評価対象者については、作業現場で指導する者とその指導者の下で作業する者が要るため、それぞ

れの評価内容を作成することが必要である。 

・技能評価方法については、学科試験と実技試験が必要である。 

ということを踏まえて、検討することが重要である。 

 

２．外国人技能実習制度の活用に向けたニーズ調査・検討に関して 

インドネシアの政府機関や廃棄物処理関連の企業、そして送り出し機関にヒアリング調査を行った。 

インドネシアにおける経済成長と社会のインフラ基盤建設に伴い、日本が経験したような国内の産業廃棄

物処理体制の一層の整備が必要となる。産業廃棄物処理に係る車両・機械・設備は、日本国内のものと同じ

ものではなくとも類似の車両・機械・設備はインドネシアでも使われてきているので、日本に蓄積されてい

る産業廃棄物処理に関する技能（設備保全を含む。）が、技能実習生を通じて移転されれば、今後の廃棄物

処理の現場で生かされ国内処理体制の強化につながるものと考える。 

 

３．外国人技能実習制度の活用に向けた検討に関して 

外国人技能実習制度の活用については、国内の企業への現地調査結果から得られた情報を基に作成した技

能整理表からアジア諸国へ移転可能な技能の特定をした。 

まだ十分ではないが、技能実習生が研修する作業内容や技能については、大まかなイメージが見えてきた

ところである。 

今回、本業務で得られた情報・成果は、国内の従事者の技能評価および外国人技能実習制度の活用に向け

て、技能評価の試験方法や評価基準などの検討に、役立つものと考える。 

 

まとめ 


